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１．研究の背景・目的

　人口減少を背景とした成熟社会においては、循環型

社会へ向けた持続可能な都市・建築の在り方が求めら

れている。市街地の環境共生、森林・林業地域の衰退、

都市経営の効率化の観点から、森林資源の循環、都市

農山村間の循環型の地域社会の形成が重要であり、そ

の際、木造建築物は、地域経済の循環、低炭素化、生

態系の保全、地域固有の空間形成等、循環を支える重

要な役割を担っている。

　昨今、市街地の木造化が議論される中で、公共建築

物木材利用促進法の制定によって、低層小規模の公共

建築物において木造・木質化が推進されている。

　一方で、市街地地価の低下に伴う空地・空家の増加、

公共公益施設の郊外移転等から、集約型都市構造を目

指した市街地整備の際には、公共建築物の市街地立地

による公共公益機能の充実、それに伴う複合機能化が

求められる。しかし、複合機能化と建築の大規模化は

相関しており、木造公共建築物の小規模化・複合機能

化には計画上工夫が求められる。

　そこで本論では、①循環型社会の形成に向けた木造

建築物の計画方針を明らかにした上で、②空間構成・

立地・架構・機能の観点から木造複合公共建築物の計

画特性を明らかにし、③事例分析に基づき市街地にお

ける木造複合公共建築物の計画技術について考察する

ことを目的とする。

２．研究の方法

　①関連文献
*1
・既往論文

*2
より循環型都市形成に向

けた木造建築物の計画方針を明らかにする。②ヒアリ

ングにより選定事例における木造複合公共建築物の計

画特性を明らかにする。③②の計画特性を基に、文献
*3
より木造公共建築物の類型化を行う。④③の類型毎

の事例分析により、循環型都市形成に向けた木造複合

公共建築物の計画技術について考察する。

３．木造建築物の計画方針

　文献整理より、高密・低層の中心市街地、公共公益

サービスの集積と利便性の実現、多様な生活像を許容

する職住近接の機能配置、地域の気候や産業に配慮し

た独自の地域空間、環境負荷の低減と生態系の維持を

循環型都市の空間像とし、それらを形成する木造建築

物の目標像を社会性・経済性・環境性の観点からを整

理した。またその際の木造公共建築物の計画方針とし

て市街地立地、複合機能化を位置づける。（図１）

４．木造複合公共建築物の計画特性

　分析事例は、北海道内で2000年以降に建設された

市街地に立地する木造複合公共建築物であることから

積丹町余別小学校・コミュニティセンター、知床斜里

複合駅舎、恵庭市黄金地区交流センター、糸魚小学校

の４事例を抽出し、循環型都市形成に向けた木造建築

物の計画方針に基づき、各事例における設計条件と計

画への影響を分析した。

　さらに設計者へのヒアリングにより、木造計画では

立地・機能によって制約される法規上の制限及び、個々

の建築に応じた設計条件が架構や空間構成の計画に影

響を与えていることから、図に示す木造複合公共建築

物の計画特性を導いた。（図２）

５．木造公共建築物の類型化

　文献資料から抽出した木造公共建築物
*4
207事例よ

り、＜諸室の配置＞＜動線の位置＞＜共有空間の位置

＞の観点から、【Ａ.分棟離散型】【Ｂ.連続囲込型】【Ｃ.

分棟囲込型】【Ｄ.多孔型】【Ｅ.串刺し型】【Ｆ.コリドー

型】【Ｇ.回廊型】【Ｈ.ラチス型】【Ｉ.切割型】【Ｊ.

回廊カセット型】【Ｋ.一間型】【Ｌ.積層型】の１２

パタンの空間構成を類型化、また既往論文
*5
に基づき

４つの架構パターン（小規模木造・小規模混構造・大

規模混構造・大規模木造）についての分類を行った。

　ＡＢＣＥＦＨＫの空間構成については小規模架構を

用いたものが、ＩＪの空間構成については大規模架構

を用いたものが多く、ＪＫの空間構成については混構

造を用いたものが多い傾向が見られた。（図４）
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熱・エネルギー負荷の減少
積雪寒冷地の建築形態

法的指定区域なし 施設の必要面積

RC＋S+ 木の混構造 , 屋内壁面の減少
体育館・校舎の一体化 , 外壁面積減少

他用途利用可能なフレキシブルな大空間
グラウンドの共有化 ,オープンプラン

糸魚小学校における木造計画

生徒減少化、地域施設化を見据えた
中学校との複合利用

○機能（用途）：
公民館＋集会所
＋児童福祉施設
○地域地区：
第 1種低層住居
専用地域
○延床面積：
1065.86 ㎡
○構造：木造
○階数：
地上１階

○機能（用途）：小学校
一部中学校共有
○地域地区：
指定なし
○延床面積：
3893 ㎡
○構造：
RC 造＋S造＋
木造混構造
○階数
地上 1階

旧体育館・現コミュニティセンターと隣接
した立地

フレキシブルに利用可能なワークスペ
ースの空間配置

情報展示コーナー

コンコース
体育館

ワークスペース

教室

教室

特別教室職員室

駅事務室

観光センター

体育館

小学校

校舎棟

コミュニティセンター

運動場

至住宅地

至宿泊施設

既存斜里駅舎○機能（用途）：
小学校＋コミュニティ
センター
○地域地区：
指定なし
○延床面積：
2013.0 ㎡
○構造：
RC 造＋木混構造
○階数：
地上１階

○機能（用途）：
駅舎＋観光センター
○地域地区：
準工業地域
○延床面積：
472.18 ㎡
○構造：
増築観光センタ
-木造
既存駅舎
-RC 造
○階数：地上１階

法規上の要件

建築個別の要件



６、木造複合建築物の事例分析
文献より、 各々ＡＢＣＥＦＨＩＪＬの構成を成す市街
地に立地する木造複合公共建築物を１９事例を抽
出した。 視点に基づき立地・機能・架構・空間
構成について分析を行った。 各事例は、 前提と
なる都市計画法、 建築基準法、 その他関連法が
定める防火、 耐火、 用途による面積の制限、 高
さの制限によって決まる制約の中で、 各建築個々
の立地・機能上の条件が影響して架構や空間構
成が決定されている。 さらに複合化に伴う必要
面積の増加に対しする計画として３つの方向
性が見受けられた。
①面積の拡大化による制約を伴い、接地性高め
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平面
構成 施設名称 1 2 3 4資料年月

9 6 38 七沢希望の丘初等学校
9 11 88 世界遺産　熊野本宮館
0 8 168 光の館
1 8 116 Plywood Structure -03 今井病院付属託児所
9 1 108 MIYAJIMA OFFICE

10 4 157 フクシマモデル

3 11 90 北里アリーナ
4 7 90 加子母村ふれあいコミュニティセンター
6 9 138 銀山温泉 藤屋
7 6 84 三重県立熊野古道センター

10 6 122 森のカフェ
10 6 156 鶴岡まちなかキネマ
0 3 140 玉川地区地区活性化センター
4 4 141 特別養護老人ホーム桜の里
6 1 116 ラムネ温泉館
7 4 184 バーデハウス室戸
8 5 72 犬島アートプロジェクト「精錬所」
8 9 140 Bubbletectureひょうご
9 12 78 裏磐梯のホテル
0 6 178 水俣第三中学校　体育館
0 7 122 カンパネルラの館
1 8 124 みんなの家
6 6 162 香蘭女学校ビカステス記念館　芝蘭庵
9 12 106 うきは市立総合体育館「うきはアリーナ」

10 9 82 犬島「家プロジェクト」

10 12 144 Small Atelier

2 6 108 安曇野ちひろ美術館新館
5 4 185 亀や龍宮殿
5 10 74 養老昆虫館
6 11 184 たいさんじ風花の丘
7 11 202 妻有田中文男文庫
9 11 88 世界遺産　熊野本宮館
1 12 176 早川町立早川北小学校
5 1 172 Paltown城西の杜集会所
5 10 181 金山町街並み交流サロン・ぽすと

10 1 100 虎屋京都店
0 11 152 遠思巨材館 大分県立日田高等学校新体育館
4 3 86 中国木材名古屋事業所
5 3 176 京都友の家
5 7 216 角田歯科医院
5 11 226 姶良総合運動公園体育館
6 3 140 大館市樹海体育館
6 11 176 南方熊楠顕彰館
9 9 59 木材会館
9 9 162 糸魚小学校

10 1 88 澄心寺庫裏
10 6 170 まほろばステージ
10 7 78 プロソミュージアム・リサーチセンター
2 7 179 N-City クラブウエスト
3 3 133 Musee 南洲
3 5 151 よこすか森のアトリエ
3 8 156 埼玉県立武道館
5 8 154 草加の長屋
7 3 142 梼原町総合庁舎
7 7 110 ねむの木こども美術館
9 4 142 レストラン長屋門

10 3 86 するところ

10 11 123 まちの駅 ゆすはら

4 2 90 天使の聖母トラピスチヌ修道院 旅人の聖堂
0 7 170 東京大学弥生講堂
1 9 204 くろしおアリーナ
2 2 113 郡上八幡総合スポーツセンター「月舟蓋」
3 1 114 高根町ふれあい交流ホール
3 12 78 愛媛県武道館
5 3 110 聖学院大学礼拝堂・講堂

9 4 80 芦北町地域資源活用総合交流促進施設

0 9 128 陽の楽家
0 10 94 大内山村野鳥観察舎
0 11 123 那須歴史探訪館
1 8 130 木立の中の山の家
1 9 114 Running Green Project
4 2 116 風の輪
4 2 172 森のプラットフォーム
6 10 181 関数空間[海の家]
7 9 188 海の休憩所
8 9 116 final wooden house
9 9 180 球磨のバンガロー
3 7 162 古々比の瀧
4 11 185 勝山館跡ガイダンス施設
0 3 132 上津江村屋根付交流広場　臨川技楽
1 8 200 集合館 山口きらら博
3 8 166 西袋体育館

10 10 110 東北大学青葉山東CPセンタースクエアブックカフェ棟
4 11 108 砥用町林業総合センター
9 1 116 SUMIKA パビリオン

9 4 148 宇治のアトリエ

10 2 135 松ヶ崎荘
9 9 136 高知駅

10 5 75 Tokyo Apartment

10 2 142 HOUSE-T

K

L

G

H

I

J

構
造

平面
構成 施設名称 1 2 3 4

0 6 206 W *
7 2 182 W *
7 11 90 W *

9 9 152 W *

0 1 214 P *

0 3 164 P *

1 5 144 P *

5 5 64

慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスデザインスタジオ棟
環境共生住宅ハーモニー団地
太田の長屋

ハルニレテラス

河口湖ＵＫＡＩオルゴールの森美術館
静岡の家・増築 農家の縁側空間
板橋さざなみ幼稚園
鬼石町多目的ホール P *

5 7 125 ぐんま国際アカデミー P *

10 1 118 星のや京都 P *

6 3 132 松茂町第二体育館 P *

0 2 128 ファンタジアの家２ W *

7 9 114 太郎吉蔵 P *

9 6 64 イスノキ W *

1 8 196 森のネイチャーツアー森の学校　うつくしま未来博 W *

1 10 102 木の国サイト情報館 W *

3 3 138 あづま会グループホーム＆デイサービスセンター W *

6 11 160 塩原温泉湯っ歩の里 W *

10 8 98 TOYOI 6 W *

10 10 131 お産の森　いのちのもり W *

0 1 86 牧野富太郎記念館 P *

0 2 88 海椿葉山 W *

0 2 134 杵築中央保育園 W *

1 8 88 岐阜県立森林文化アカデミー W *

1 11 222 自由学園明日館 W *

2 4 130 宮崎県木材利用技術センター W *

2 11 98 九谷焼窯跡展示館 W *

2 12 181 Apartment JUN W *

3 5 136 白石市営鷹巣第2住宅 W *

7 9 184 由比ヶ浜の海の家 W *

9 4 87 熊本県芦北町立佐敷小学校 W *

10 10 167 マザー牧場 まきばゲートゾーン W *

10 10 174 東北大学川内厚生会館 W *

0 8 102 熊本県立農業大学校学生寮 P *

1 11 64 倫理研究所富士高原研修所 P *

4 5 154 大福保育園 P *

5 8 212 四季の丘団地 P *

6 4 98 篠山市立篠山中学校 P *

7 7 174 長嶋雄一クリニック P *

9 4 108 川下村立川上中学校 P *

0 10 144 みちのく風土館 P *

3 2 134 甲陽幼稚園 W *

10 2 79 ヨコハマアパートメント W *

D 10 4 191 本郷台キリスト教会チャーチスクール保育園 P *

0 1 190 いつきのみや歴史体験館 W *

1 8 88 岐阜県立森林文化アカデミー W *

1 9 166 東京大学総合研究所博物館小石川分館 W *

2 8 168 緒方町立緒方中学校 W *

2 10 153 テルモメディカルプラネックス W *

2 12 126 あらいキンダークリニック W *

2 12 176 御幸山の双曲 W *

3 2 97 土佐山田の舎 W *

3 3 144 お産の家 明日香医院 W *

3 3 122 長養館 W *

3 4 204 真鶴共生舎＜木の家＞ W *

4 11 138 清和文楽邑郷土資料館 W *

5 9 179 めぐみの子幼稚園 W *

6 3 148 とみうら元気倶楽部 W *

6 5 134 登別のグループホーム W *

6 8 96 佐江戸アパートメント W *

6 9 174 情緒障害児短期治療施設 家族療法棟 W *

6 11 168 さつき幼稚園 W *

9 1 52 旧善通冶偕行社＋付属棟 W *

9 4 154 おざわ歯科 W *

9 7 84 幕張インターナショナルスクール W *

9 11 38 八幡浜市立日土小学校保存再生 W *

10 5 141 京都工芸繊維大学同窓会パビリオン W *

10 8 159 サクラノキテラス W *

10 8 190 長楽寺納骨堂 W *

10 12 168 eisu倶楽部箱根「強羅山荘」 W *

0 2 98 あさば旅館 P *

0 10 82 浄圓寺庫裡　伝道ホール P *

1 9 120 聖籠中学校 P *

3 8 182 塩原もの語り館 P *

3 10 92 大山町福沢地区コミュニティセンター P *

4 1 142 サンビレッジ宮路第1期、第2期 P *
4 1 72 若王子のゲストハウス P *
5 3 136 聖ヨゼフ寮 P *
5 3 182 輪楽の館 P *
7 12 166 ナトゥーラの眼こだま幼稚園 P *
9 4 65 長野県稲荷山養護学校 P *
9 5 81 国際教養大学図書館・講義棟 P *
9 11 150 神戸ドイツ学院　ヨーロピアンスクール P *

10 6 114 登計トレイル P *
10 11 129 梼原 木橋ミュージアム P *
2 7 144 苓北町民ホール P *
3 10 109 南飛騨・健康学習センター P *
4 2 136 ところミュージアム大三島 P *
6 3 194 軽井沢クリークガーデン P *
9 9 172 京阪電車　中之島線 P *

10 8 165 下馬の集合住宅 P *
10 10 156 Architecture Planet Project P *

4 1 136 上下町歴史文化資料館 W *

7 3 196 佐川町公営住宅・荷稲団地 W *

7 3 188 高知市立・龍馬の生まれたまち記念館 W *
9 5 92 国際教養大学学生宿舎 W *

10 10 148 はやし幼稚園 W *
10 11 136 鹿嶋の研修所 W *
1 12 202 新地町駒ヶ嶺小学校 P *
3 2 111 花フェスタ記念公園西ゲート・小型飲食物販施設 P *
3 2 117 高尾森林センター P *
4 2 182 生野町立生野幼児センター P *
5 9 128 星のや軽井沢 P *
6 1 162 ホテルブレストンコートプライベートコテージ P *
6 3 122 真下慶冶記念美術館 P *
8 9 92 とらや工房 P *

10 4 198 西武学園文庫幼稚園 P *
10 6 162 楠こもれびの郷 P *
10 10 140 昭和保育園 P *
0 8 184 もく遊りん P *
1 12 184 山形村立繁小学校 P *
3 2 129 奥備中風土館 P *

10 4 117 神奈川県立花と緑のふれあいセンター P *

A

B

C

E

F

資料年月
構
造

凡例： Ｗ：木造,Ｐ：一部木造, 1：小規模木造, 2：小規模混構造, 3：大規模混構造, 4：大規模木造

Ａ．分棟離散型

Ｂ．連続囲込型

Ｃ．分棟囲込型

Ｄ．多孔型

Ｅ．串刺し型

Ｆ．コリドー型

Ｇ．回廊型

Ｈ．ラチス型

Ｉ．切割り型

Ｊ．回廊カセット型

Ｋ．一間型

Ｌ．積層型

平面構成類型

図３．木造公共建築物の空間構成類型



○敷地周辺のスケールとの適合
○オープンスペースの有効利用
○地域空間との一体化と景観形成

：立地の条件
（事例共通事項）

：立地の条件
（事例個別事項）

：機能の条件
（事例共通事項）

：機能の条件
（事例個別事項）

○複合化による施設機能の効率化
○フレキシブルに利用可能な空間形成
○異なる利用形態をもつ機能の複合化

オープンスペースの有効利用
複合化による施設機能の効率化
フレキシブルに利用可能な空間形成

オープンスペースの有効利用
複合化による施設機能の効率化
フレキシブルに利用可能な空間形成

オープンスペースの有効利用
複合化による施設機能の効率化
フレキシブルに利用可能な空間形成

敷地周辺のスケールとの適合
地域空間との一体化と景観形成
フレキシブルに利用可能な空間形成

敷地周辺のスケールとの適合
地域空間との一体化と景観形成
異なる利用形態をもつ機能の複合化

敷地周辺のスケールとの適合
地域空間との一体化と景観形成
異なる利用形態をもつ機能の複合化

ながら建築規模を拡大させる計画 ②高さ・階数の増
大による制約を伴い、積層しながら建築規模を拡大さ
せる計画 ③プログラムの再構成による合理化を図り、
建築規模を縮小させる計画。（図４）さらに各々の方
向性に向けた技術的な工夫として、建物の防火性能・
耐火性能化に関する７つの工夫が見受けられた。Ⅰ．
棟屋を分棟化による防火区画の設置回避 Ⅱ．界壁面
の防火壁化による合理的な防火区画 Ⅲ．同様にコリ
ドーを挟んだ壁面の耐火性能化 Ⅳ．耐火構造の小規
模コア挿入による別棟解釈の面積制限回避 Ⅴ．木造
諸室の棟間に耐火構造化諸室を挿入 Ⅵ．延床面積・
建物高さを耐火・防火制限内に抑制 Ⅶ．建築の耐火・
準耐火建築化
７、木造複合公共建築物の計画技術
　木造複合公共建築物における計画技術と市街地立

地・複合機能化に向けた効果を以下に示す。
①構成Ａは、Ⅳの工夫を用いた接地型の建築により屋
外との親和性の高い共有空間を作ることで、敷地周辺
へのスケールの適合、地域空間との一体化・景観形成、
異なる利用形態を持つ機能の複合化を実現している。
②構成Ｂ,Ｃ,Ｅ,Ｆは、Ⅰ/Ⅲ/Ⅳ等の工夫を用いながら
独立性の高い共有空間を計画することでオープンス
ペースの有効利用、複合化による施設機能の効率化、
異なる利用形態をもつ機能の複合化を実現している。
③構成Ｈ,Ｊは、Ⅰ/Ⅴの工夫を用いながら、機能の共
同利用化を図ることで敷地周辺のスケールとの適合、
地域空間との一体化と景観形成、フレキシブルに利用
可能な空間形成を行っている。
④構成Ｌは、Ⅵの工夫を用いた積層型のコンパクトな
形態によって、地域空間との一体化と景観形成、異な
る利用形態をもつ機能の複合化を実現している。
⑤市街地立地に向けて、敷地周辺のスケールとの適合
/ オープンスペースの有効利用 / 地域空間との一体化
と景観形成を考えることが重要である。
⑥複合機能化に向けて、複合化による施設機能の効率
化 /フレキシブルに利用可能な空間形成 /異なる利用
形態をもつ機能の複合化を考えることが重要である。
循環型都市の形成に向けた公共建築物の木造化を推進
するために、以上のような効果・特性を踏まえた計画・
設計を行うことが必要である。（図５）
注釈) *1: コンパクトシティ /海道清信 ,ここまで変わった木材・木造建築 /坂本功 ,
なぜいま木の建築なのか /有馬孝禮 ,木造建築のこれから /腰原幹雄 ,公共建築物木
材利用促進法 /林野庁 ,公共建築における木材活用推進資料集 /国土交通省 ,木造に
関する官庁営繕 ,森林・林業再生プラン /農林水産省 ,木造建築のすすめ /木を生か
す建築推進協議会 ,ティンバライズ建築展 -都市木造のフロンティア /team 
timberize *2: 地方中小都市における公共施設の市街地立地特性に関する研究 /片木
克男　他 *3: 新建築 2000 年 1 月号～ 2010 年 12 月号 *4: 木造と一部木造も含む

22条区域
⇒屋根・壁面
の防火

小規模分棟の架構が
連続

棟間に積極的に屋外
を取り込む

RC のコアの導入
⇒別棟解釈

【ぐんま国際アカデミー】

３学年毎のユニット化
の構成

耐火・防火
⇒3000 ㎡以上の耐火
構造・防火区画の設置

小学校＋中学校（設置
基準）⇒3000 ㎡以上の
可能性が高い

敷地周辺
スケール
との一体化

狭い敷地又は
周辺が林地
⇒複数の入院室
に採光を確保

1000 ㎡以下の架構 連続的な諸室の空間
構成

接地型の架構 回遊動線の形成

特殊建築物（病院）⇒２階で
300 ㎡以上に準耐火建築化

耐火・防火⇒1000 ㎡以上
に防火区画の設置

耐火・防火⇒1000 ㎡以上に
防火区画の設置

高齢者の空間認知
性を高め徘徊防止

共同住宅の
居住空間確保

接地性の高い平屋の
架構 分棟型の空間構成

RC 造の主要構造化

中庭のバルコニー化

回遊動線の形成

耐火・防火⇒3000 ㎡以上の
耐火建築化・防火区画の設置

特殊建築物（共同住宅）⇒２階で
300 ㎡以上の場合準耐火建築化

耐火（集会所）⇒客席 200
㎡以上の場合は耐火建築化

避難・安全性⇒バルコニーの確保

美術館の
回遊動線計画

準防火地域
⇒500 ㎡以上の場合
耐火構造

必要壁の防火壁化
動線と一体化した諸
室の構成

小規模な空間構成

コートを介した別棟化

在来工法の架構

屋外を積極的に取り込
んだ構成

小学校＋幼稚園（設置
基準）⇒3000 ㎡以上の
可能性が高い

耐火・防火
⇒3000 ㎡以上の場合に
耐火建築化・防火区画
の設置

敷地周辺のスケールと
の一体化

設置基準（幼稚園）
⇒２階建以下 2000 ㎡
以上は耐火建築化

特殊建築物（病院）
⇒２階で 300 ㎡以
上の場合準耐火構造

屋外大規模動線
（コリドー・コンコース等）
の必要性

コリドーに接する架構
の耐火性能化

架構 空間構成架構 空間構成

架構 空間構成架構 空間構成架構 空間構成

隣棟の屋外動線化

耐火・防火
⇒3000 ㎡以上の場合に
耐火建築化・防火区画
の設置

耐火・防火
⇒1000 ㎡以上の場合に
防火区画の設置

回避
回避

回避

回避 回避

回避回避

既存建物を生かした
配置

地域の住宅に転用可
能な架構

連続化した一部の棟
を混構造

渡り廊下による空間
構成

耐火・防火
⇒1000 ㎡以上の場合に
防火区画の設置

特殊建築物（体育館）
⇒2000 ㎡以上の場合に
耐火建築物

耐火・防火⇒3000 ㎡
以上の場合に耐火建築
化・防火区画の設置

管理区域の明確化

地域の住宅地環境
・自然環境との一
体化

架構 空間構成

回避

回避

周囲の建物に対する
閉鎖・開放の明確化

小規模空間と一体的
な架構

体育館と教室棟の別
棟化

混構造 オープンスクール型
の空間構成

外壁面積減少の為
教室棟・体育館一体化

大規模な空間（市場 /
ワークスペース）と小
規模単位の空間（宿泊
室、教室）の必要性

耐火・防火⇒1000 ㎡
以上の場合の防火区画

特殊建築物（体育館）
⇒2000 ㎡以上の場合
耐火建築化

耐火・防火⇒3000 ㎡
以上の場合耐火建築化
・防火区画の設置

風雪に対する耐久
性と合理性

架構 空間構成

回避

第一種低層住居専用
地域⇒高さの制限

住宅のスケールと合
わせた架構

在来工法で可能な小
スパンの構造

諸室と集会所の一体化

動線の居室利用化

防音を必要とする諸室
の分棟化

ホールの利用効率化

耐火・防火
⇒1000 ㎡以上の場合の
防火区画

耐火（集会所）
⇒客席 200 ㎡以上に対
する耐火建築化

周辺四方への開放
性確保

架構 空間構成

回避

準防火地域
⇒延床面積 1500 ㎡以
上階数 4、高さ 13m
軒高 9m 以上の場合
耐火建築物化
500 ～ 1500 ㎡の場合
は準耐火建築物化

混構造による架構

500 ～ 1500 ㎡以内
の架構

積層型の空間構成

耐火・防火
⇒1000 ㎡以上の場合の
防火区画

特殊建築物（博物館）
⇒2000 ㎡以上の場合
準耐火建築物化

管理区域の明確化

架構 空間構成

回避

A. 分棟離散型 B. 連続囲込型 C. 分棟囲込型

E. 串刺し型 F. コリドー型 H. ラチス型

I. 切割り型

図５　木造複合公共建築物の計画技術

図４　木造複合公共建築物の事例分析

J.回廊カセット型 L. 積層型

複合機能：小学校＋中学校　架構：木造、ＲＣ造、Ｓ造混構造 / 地上 2 階
立地：集合住宅・商店・寺社等 / 第二種中高層住居専用地域・２２条区域
空間構成：特別教室群・教員棟・低学年棟・高学年棟のユニットを形成

【お産の森 いのちのもり】

【あづま会グループホーム＆デイサービスセンター】

複合機能：診療所＋住宅　架構：木造 / 地上 2階
立地：鉄道路線・畑地・林地原野 / 市街化調整区域
空間構成：診療室・入院室が外周を囲む配置、住宅は別当

複合機能：グループホーム＋デイサービス　架構：木造、一部鉄骨造 / 地上 1階
立地：農地 / 市街化調整区域
空間構成：居室・事務室・厨房等が外周を囲む配置、食堂・機能回復訓練室はオープン化

複合機能：集会所＋共同住宅　架構：住棟 -RC 造、一部木造、集会所 - 鉄骨造 / 住棟：地上 2階、集会所：地上 1 階
立地：農地 / 都市計画区域内（市街化調整区域）
空間構成：4 戸～ 8 戸１棟の共同住宅が１１棟分棟でそれぞれが中央に向かって並び中庭を囲む

複合機能：集会施設＋共同住宅　架構：木造 / 地上 1階
立地：住宅 / 第一種住居地域 /２２条区域
空間構成：中庭を囲む住戸群が３群とＬＳＡ（生活援助センター）

複合機能：美術館＋交流施設　架構：ＲＣ造、一部木造 / 地上 2 階、塔屋 1 階
立地：鉄道路線・住宅 / 無指定
空間構成：エントランスを挟み２つの展示室を持つ美術館に片廊下型の交流施設が接続し中庭を囲む

複合機能：小学校＋幼稚園　架構：木造 / 地上 1階、一部２階
立地：研究施設・業務施設・商業地区・公園施設 /第二種住居地域・第一種高度地区・２２条区域
空間構成：幼稚園棟、低学年棟、アーツセンター棟、高学年棟が屋外動線を貫いて並ぶ

複合機能：劇場＋保健福祉センター　架構：木造二方向ラーメン、一部鉄骨造 / 地上１階
立地：ショッピングセンター、農地、住宅 / 都市計画区域外 /２２条区域
空間構成：交流ホールを中央にして事務所・浴室・ラウンジ等の保健福祉センターと劇場が連結

複合機能：診療所＋住宅　架構：木造 / 地上２階
立地：住宅 / 第一種低層住居専用地域 / 第一種高度地区 / 準防火地域
空間構成：敷地手前から診療棟・共用棟・滞在棟で構成され廊下でつながり、中庭を囲んでいる

【四季の丘団地】

【白石市営鷹巣第 2 住宅】

【島根県津和野町立安野光雄美術館】

【幕張インターナショナルスクール】

【とみうら元気倶楽部】

【お産の家 明日香医院】

【フォレスト益子】

【神奈川県立花と緑のふれあいセンター】

【北里アリーナ】

【まちの駅ゆすはら】

【日向市駅】

【プロソミュージアム・リサーチセンター】

複合機能：宿泊施設＋遊歩道情報施設＋レストラン 架構：S 造＋木混構造 / 地上２階
立地：住宅、林地 / 都市計画区域外
空間構成：宿泊室棟・研修室レストラン棟・展示室棟・休憩室棟が一本の屋外動線に隣接

複合機能：植物園＋展示場＋研修施設 架構：RC 造＋木混構造 / 地上１階
立地：公園、駐車場 / 市街化調整区域
空間構成：ショップレストラン棟・ギャラリー研修棟・研修室事務所棟が一本の屋外動線に隣接

複合機能：小学校＋体育館＋地域連携施設　架構：木造、一部 RC 造 / 地上２階
立地：住宅・林地 /都市計画区域外
空間構成：中央のアリーナ棟を中心として、渡り廊下で教室棟・特別教室兼地域開放棟・会議室棟が接続

複合機能：休憩所＋市場＋宿泊施設　架構：RC 造・一部木造 / 地上３階
立地：商店・官庁施設 / 梼原町町並み景観条例区域
空間構成：中央に市場 / 展示の空間、周囲を事務室、宿泊室、設備室等が囲む

複合機能：駅舎＋歩行支援屋上＋物販店舗　架構：S 造＋木混構造 / 地上１階
立地：商業 / 商業地域、準防火地域
空間構成：地上階は中央コンコースを挟んで高架下施設と駅舎、２階は鉄道プラットフォーム

複合機能：博物館＋研究所　架構：RC＋木混構造 / 地上３階、地下１階
立地：住宅 / 市街化地区 / 準防火地域 / 第一種住居地区
空間構成：地下階の会議室、１F ギャラリー、２F・３Fは研究所
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Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ

Ⅶ ～凡例

：防火・耐火

性能化に関す

る７つの工夫

①接地性を高めながら建築面積を拡大させる

③プログラムの再構成に
　よる合理化により建築
　規模を縮小させる

②積層しながら高さ・階
　数を増大させる

敷地周辺のスケールとの適合
地域空間との一体化と景観形成
フレキシブルに利用可能な空間形成

オープンスペースの有効利用
複合化による施設機能の効率化
フレキシブルに利用可能な空間形成

オープンスペースの有効利用
複合化による施設機能の効率化
フレキシブルに利用可能な空間形成
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